
本宣言書は栃木銀行のサポートのもと作成しております 

●活動のPDCAサイクルの構築

●活動予算の確保

●経営層によるSDGsの推進度合いの評価の実施

経営層が自社のSDGsに関する活動の重要性について認識し、経営の一環として積極的に推進いたします。

社有車、従業員の移動、製品の輸送などにおいて、より環境に配慮した手段を選択します。

●ハイブリッドカー・電気自動車の導入

●シェアカー・シェアサイクルの利用促進

●リモート会議の推進による、出張・営業訪問に伴うCO2排出量の削減

●モーダルシフトの推進

●照明のこまめな消灯や待機電力の節約

●LED化の推進

●再生可能エネルギーの導入・利用推進

●工程改善等ロス削減による省エネ推進

CO2排出抑制のため、さらなる省エネ・節電を推進します。

●方針・社内規程の見直し（サービス残業の禁止、残業代の適切な支払）

●働き方に関する社内委員会の設置

●超過労働時間の削減

●ノー残業デー・有給取得推進日の設置

過重労働、長時間労働、サービス残業に関して、社員全員の共通課題と認識し、発生防止にむけて適切な労働時間管理を推進します。

【具体的な取組】

SDGs経営の推進

【具体的な取組】

移動・輸送における環境配慮の推進

【具体的な取組】

省エネ・節電

【具体的な取組】

労働時間の是正
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代表取締役社長　坂本　怜生 

当社は、　事故・違反ゼロで安全に業務運営を行うことをモットーに、低燃費車輛の導

入等により、持続可能な社会の実現に向けた積極的な取組みを行ってまいります。
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